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論文内容の要旨

本研究は，中小港湾建設において重要な検討課題である港内埋没の問題において，従来の検討手法では考慮されてい

ない長周期波の影響について現地調査と数値計算を主体に検討しその成果をとりまとめたものである。

最初に本研究の社会的背景が港湾建設の技術上の問題としてだけではなく海岸環境という広い視野のなかで位置づ

けられる状況にあることを記している。

次に中小港湾の港湾堆砂に関する既往の研究例を挙げ従来の研究では長周期波の影響が考慮されていないことを明

確にし，研究の方向性を示している。

第 2章においてはまず港内堆砂の原因についての分類と既往の研究との関連を整理し，また港湾と長周期波に関する

既往の研究について概括している。

さらに港内堆砂の問題を抱える実際の中規模漁港において現地観測を行って長周期波の存在を確認し，港内での流況，

水位変動への影響，出現特性なと、について実態の把握を試みている。また数値計算により港内での長周期波の応答特性

について検討し現地観測の結果と比較検討を行っている。

第3章においては現地で観測された防波堤先端部における乱れによって浮遊砂濃度の高い領域が港口部に形成される

ことに着目し，現地で観測された長周期流速場がこの防波堤先端部における渦の形成と底質の巻き上げに強く関与して

いることについて検討を行っている。防波堤先端部での形成の現地観測， 2次元水槽を用いて行った底質の巻き上げに

関する可視化実験および防波堤先端での流況の数値計算などを通じて実施した検討結果を示している。

第4章では浮遊砂の輸送外力として長周期波を考慮した港内堆砂モデルの構築とその適用性について述べている。そ

の基礎となるのは植木・出口ら (1984) によるフラックスモデルであり，浮遊砂を港内に輸送する外力として潮位変

動に伴い港口で発生する流れとともに港湾の形状特性に依存した共振現象により選択的に増幅される長周期波動成分

をモデルの中で考慮している。

モデルの検証事例として現地港湾の港口部から港内にかけての堆砂問題をとりあげている。現地の堆砂現象には長

周期の波動成分が大きく寄与していることを埋没現象の再現性を通して明らかにし既存のモデルによる解析結果や現
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地データと比較することによって港内堆砂モデルの適用性を確認している。

最後に第 5章において本研究全体のとりまとめを行うとともにモテ‘ルの発展性と問題点について述べ今後の展望を示

している。

論文審査の結果の要旨

中小港湾における漂砂による港内埋没は従来より大きな問題であったにもかかわらずその対策を維持波深に頼り抜

本的な対策がたてられていなし 1。本研究は，この対策をたてる上に必要な港湾埋没のメカニズムの解明，特に従来殆ど

着目されていなかった長周期波の効果について明かにしたものであって，その成果を要約すると以下の通りである。

(1)現地観測により，港湾周辺の波のエネルギースペクトルは，潮汐， 10分から 30分程度の周期， 1 分から 2分程度

の周期及び風波のエネルギーの車越する周期の 10秒前後という 4つのピークを持つことを示し，特に周期 10分から 30

分程度の長周期波動成分に対応するエネルギ一成分が大きいことを明らかにしている。

(2) 現地観測及び可視化実験により，港湾の防波堤先端部で大規模渦が形成され，この渦により底質の浮遊現象が助

長されることを明らかにし，この渦が 10秒程度の周期と 100 秒程度の周期を有すること，特に 100秒前後の渦が卓越

することを明確にしている。

(3) 港湾の埋没原因が上記渦によって生じる浮遊砂及び(1)で述べた長周期波浪による流速に起因すると考え，これ

らの効果を考慮した港内堆砂シミュレーションを行い，従来考慮されていなかった長周期波の効果を加味した港内堆砂

モデルを構築している。

(4) このモデルを現地(飯岡漁港)に適用し港内流入漂砂量の計算を行い，実測結果と比較した結果，計算結果は実

測結果の月別変動幅のほぼ平均的な値を与えることが検証され，また長周期波を考慮しないモデルではその 1/2 しか

得られていないことから，漂砂による港湾埋没モデルにおける長周期波の影響を明らかにしている。

以上のように本論文は，港湾埋没機構における長周期波の影響について明らかにするとともに港湾埋没予測の数値モ

デルを提案し，その妥当性を現地観測により確認している。本研究の成果は港湾建設計画及ひ、維持工法の改善に寄与す

るところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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